
 
 

 
 
 
サービスラーニング×IPE が拓く協働の未来 

 

 

 
文部科学省 大学の世界展開力強化事業 

The Global ＆ Regional IPE+ フォーラム 

報告書 

 
 

 
 

開催日：令和７年３月９日 

場所：千葉大学 ゐのはな記念講堂 

（オンライン同時開催） 
 

 

 

令和７年３月 

 

 

 

国立学校法人 千葉大学 



 
 

目 次 
開会挨拶 

千葉大学大学院看護学研究院 

 副院長 眞嶋 朋子 教授 
 1 

主催者提言 

千葉大学専門職連携教育研究センター 

 センター長 酒井 郁子 教授 
 1 

セッション 1  各国の IPE 実施状況と課題 

『実社会への貢献（社会実装）の観点から』各国からの報告  

1. 日本 （千葉大学） 
千葉大学看護学研究院附属専門職連携教育研究センター講師 

孫 佳茹  
 2 

2. 南アフリカ（フリーステート大学) 
フリーステート大学健康科学部健康、 

リハビリテーション科学学科長 
C.Y.ファン・フーレン 教授 

 
健康科学部 

ロニエル・ジャンセン 教授 
 

12 

3. カタール（カタール大学） 

カタール大学 多職種連携教育プログラム議長 

エル-アワイシ 博士  

IPE Clinical  specialist 

サウサン・アルムクダッド 研究員 
 19 

4. インドネシア（ガジャマダ大学） 

ガジャマダ大学公衆衛生看護学部 

ウキ・ノビアナ 教授 

IPE プログラム統括部長 
スリ・ムリヤニ教授 

                                                                                                                                            29 



 
 

5. ベトナム（ハノイ医科大学） 

ハノイ医科大学看護学学部学部長 

グェン・ラン・アイン教授 

看護学部副学部長 

チャン・スォン・クゥアン教授 

 37 

6. 英国（レスター大学） 

レスター大学 Senior GP Clinical Educator 

マリア・キーリグ教授 

レスター大学 GP Admissions Tutor 

サミュエル・アドコック講師 

64 

セッション 2  専門職連携教育（IPE）と社会をつなぐ 

『IPE と service learning との融合 −実施方法とその評価−』  

1. 提言発言 

A) Symbiosis Community Outreach Program and Extension について 

インド シンビオシス国際大学 SCOPEセンター 

ラリッツ・ダニエル助教 

60 
B) GRIP PROJECT impact on Japanese and Indian Students 

SGS Edunet India 代表 シプラ・ポトダール 

   67 

質疑応答・ディスカッションにおける発言要旨 

   70 

総括・まとめ 

千葉大学専門職連携教育研究センター  センター長 酒井 郁子 教授  

                         72  

付属資料 ォーラム開催後のアンケート結果                         73



1 
 

開会挨拶 
千葉大学大学院看護学研究院 
 副院長 眞嶋 朋子 教授 

 
千葉大学看護学研究院では、長年にわたり専門職連携教育（IPE）を推進してまいりました。本学は、

医学、看護学、薬学など、多様な専門職が連携しながら専門職連携を学ぶ仕組みを築き，また、国

内外の地域社会との協働を重視し、学生が実践の場で学びながら成長できる教育プログラムを積極

的に開発してきました．このような取り組みは、今日の「サービスラーニング」の発展にも強く結

びついています。 
 
本フォーラムには、世界６か国から専門職連携のリーダーをお招きし、国際的な知見を融合させな

がら、協働の未来を形作ることを目的としています。この国際的な対話を通じて、多様な健康に関

連する社会課題への対応力を高めるとともに、専門職連携教育のグローバルなスタンダードを共有

し、それを各地域の実情に適応させることで、より効果的な教育と実践の発展が期待されます。ま

た、本フォーラムをきっかけに、新たなネットワークが生まれ、今後の共同研究や国際的なプロジ

ェクトへとつながることも大いに期待されます。 
 
本日の議論が、皆さまにとって有意義な学びと新たな交流の場となることを願っております。どう

ぞ活発な議論を通じて、多くの知見を得ていただければ幸いです。本日はどうぞよろしくお願いい

たします。 
 
 

主催者提言

千葉大学専門職連携教育研究センター 

 センター長 酒井 郁子 教授 

本フォーラムは、IPE（Interprofessional Education：多職種連携教育）とサービスラーニングを掛け

合わせることで、より実践的で社会に貢献する学びの形を探求し、未来の協働のあり方を描くこと

を目的としています。 

今日、IPE の重要性はますます高まっています。同時に、学びを実社会の課題と結びつけるサービ

スラーニングの概念は、単なる知識の習得にとどまらず、実践を通じた深い理解と共感を育む手法

として注目されています。 

本フォーラムでは、国内外の専門家をお招きし、多様な視点から IPE とサービスラーニングの融合

がもたらす可能性について議論を深めます。また、実際の事例紹介を通じて、その効果や課題につ

いても共有し、今後の教育と実践の在り方を模索していきます。 

私たちが目指す着地点は、IPE とサービスラーニングがどのように相互補完し、学びの質を高め、

より良い協働の未来を実現できるかという具体的な道筋を明らかにすることです。各セッションを

通じて、参加者の皆様が新たな視点や実践のヒントを得るとともに、将来的な連携や共同研究の可

能性を見出す場となることを期待しています。 

皆様の積極的なご参加と実りある議論を心よりお願い申し上げます。. 
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セッション 1  各国の IPE 実施状況と課題 

『実社会への貢献（社会実装）の観点から』各国からの報告 

1. 日本（千葉大学） 
千葉大学看護学研究院附属専門職連携教育研究センター 特任講師 
孫 佳茹       博士   
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2. 南アフリカ（フリーステート大学） 
フリーステート大学健康科学部健康、リハビリテーション科学学科長  C.Y.ファン・フーレン 教授 
健康科学部 ロニエル・ジャンセン 教授       
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3. カタール（カタール大学） 
カタール大学 多職種連携教育プログラム議長  エル-アワイシ 博士  
IPE Clinical  specialist サウサン・アルムクダッド 研究員
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4. インドネシア（ガジャマダ大学） 
ガジャマダ大学公衆衛生看護学部 ウキ・ノビアナ教授 
IPE プログラム統括部長 スリ・ムリヤニ教授
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5. ベトナム（ハノイ医科大学） 
ハノイ医科大学看護学学部学部長 グェン・ラン・アイン教授 
看護学部副学部長 チャン・スォン・クゥアン教授
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6 . 英国（レスター大学） 
レスター大学 Senior GP Clinical Educator マリア・キーリグ教授 
GP Admissions Tutor サミュエル・アドコック教授
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セッション 2  専門職連携教育（IPE）と社会をつなぐ 

『IPE と service learning との融合 −実施方法とその評価−』  

1. 提言発言 

A) Symbiosis Community Outreach Program and Extension について 
インド シンビオシス国際大学 SCOPE センター 

ラリッツ・ダニエル助教
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B)  GRIP PROJECT impact on Japanese and Indian Students 日印学生への GRIP プロジェクトの教育効果 

SGS Edunet India 代表 シプラ・ポトダール 
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質疑応答・ディスカッションにおける発言要旨 

 
 （千葉大学看護学研究院附属専門職連携教育研究センター 下井俊典 准教授）  

・今回のフォーラムでは、色々な学びがあった。例えば、 

・サービスラーニングと IPE に共通するところとして異文化理解があげられる。IPE では当然な

がら職種間理解が必要であり、サービスラーニングにおいても地域への展開において必要である。

特に、11 の言語が存在する南アフリカのような国では、異文化を理解することが前提となる。 

・クラスルームでの IPE とサービスラーニングの大きな違いは、サービスラーニングにおける偶

発性である。学習者は、偶発的事象に対して臨機応変に対応することがもとめられる。したがっ

て、ガジャマル大やレスター大学のように、まずはクラスルーム IPE でしっかり基礎を作った上

でサービスラーニングを行うことが効果的であることを認識した。 

 

（インド シンビオシス国際大学 ラリッツ・ダニエル助教） 

・シンビオシス国際大学では、学生がサービスラーニングのフィールド活動で様々な学びを得て

いる。農村部での田植えも実施したが、それまで田植えを経験した学生はおらず農村部の人々と

一緒に働くことで様々なことを学習することができた。サービスラーニング、IPE において重要

なことは、フィールドでの経験を通じて、自分とは違う人たちと接点を持つということである。

それによって、学生は共感すること、他者を思いやること、互いを尊重することの大切さを学ぶ

ことができる。 

 

（英国 レスター大学 Senior GP Clinical Educator,マリア・キーリグ教授,、P Admissions Tutor サミ

ュエル・アドコック教授） 

・IPE を行う他学部間の統一プログラムの実施は、スケジュール調整などロジスティクス上の困

難もあるが、教育効果は大きい。 

・参加した学生のポジティブなフィードバックを多いに活用し、IPE,サービスラーニングの教育

効果をアピールすることが重要。 

・GP の観点からも IPE は非常に有効。 

・レスター大学では２５年前に IPE を先駆的に始め、その後次第に大きく発展した。 

・小さなことからでも、まずは始めることが大切。 

 

（インドネシア ガジャマダ大学公衆衛生看護学部 ウキ・ノビアナ教授） 

・GRIP への参加を考えたい。 

・当大学があるスレマンは、治安もよく海外研修生も安全に研修できる。 

・短期的研修はすぐにでも対応可能と考える。 
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（ハノイ医科大学看護学学部学部長グェン・ラン・アイン教授） 

・本学は、IPE については、準備段階であるが、すばらしい教育手法だと思う。IPE を導入して

いくには、どうしたらいいのか。 

（上記質問に答える形で：千葉大学 酒井教授） 

・外国の良い事例をまず紹介するのがいいと思う。千葉大を例にすると、薬学、医学、看護学と

医療系学部間でも大きな文化の違いがあり、IPE のような統一プログラムの実施は困難な状況で

あったが、レスター大学からアンダーソン教授招へいし、成功事例としてレスター大学での IPE
の取り組みを説明してもらい、その重要性と効果を関係者に理解してもらうことに成功し、スタ

ートにこぎつけることができた。 

・お互いを理解することから始める必要があり、軌道に乗せるには確かに時間がかかるが、千葉

大は、当初２０年かかるといわれていたものの、開始から 10 年の時点では、もう軌道に乗せる

ことができた。 

 

（カタール大学 多職種連携教育プログラム議長アラ-アワイシ博士） 

・GRIP がどのように行われているかを興味深く聞き、よく理解できた。国際交流、そして IPE
を通じて、学生が学べることは、大変多いと思うので、IPE とも関連して進めていければと思う。 

 

（フリーステート大学健康科学部健康、リハビリテーション科学学科長 C.Y.ファン・フーレン教授） 

・何が現場で起こっていているかを実際に知ること、また IPE に参加している学生が何を学んで

いるのかを知るために、学生からのフィードバックを得ることが大事だと感じた。 

・IPE をより前に進めるためには、政府のリーダーシップ、政策面のサポートを得る必要がある。

そのために、フィールドでの状況、情報をもとに政府に働きかけを強化していく必要がある。 

 

（ハノイ医科大学看護学部副学部長 チャン・スォン・クゥアン教授） 

・GRIP は素晴らしい。 

・本学はまだＩＰＥについては、準備段階であるが、是非、このようなプログラムに参加してい

きたい。 

・IPE をテーマに多国間学生が交流することの教育効果は極めて大きいと考える。 

・確かに言葉の壁もあるが、現在では色々なアプリもあるので、それも乗り越えられると思う。 
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総括・まとめ  

千葉大学専門職連携教育研究センター  センター長 酒井 郁子 教授  

 

多様な課題やバリアがある中でも、各国において、IPE（多職種連携教育）の社会実装が着実に進ん

でいることが明らかになりました。そして、今後の展望として、ユニバーサル・ヘルス・カバレッジ

（UHC）の推進に向けた地域ベースの IPE がますます重要になっていくことが確認されました。 

また、IPE に地域のフィールドワークを組み込むことは、学生にとって「実社会とのつながり」を実

感できる貴重な機会となります。このような実践的な学びを通じて、学生の学習意欲が向上し、多職

種連携の必要性をより深く理解することができます。さらに、高学年や大学院生がサービスラーニン

グに取り組むことは、専門知識を現場で活かす経験を積むだけでなく、リーダーシップやマネジメン

ト能力を養う機会としても非常に有意義であることも確認できました。 

今後は、サービスラーニングを組み込んだ IPE を国際的に発展させていくためにも、共通の評価基準

を確立することが求められます。これにより、学術的な視点からも効果を検証し、より実践的で持続

可能な IPE の枠組みを構築することができるでしょう。 

本フォーラムを通じて得られた知見や意見交換が、今後の IPE のさらなる発展につながることを心よ

り願っております。ご参加いただいた皆様、そして貴重なご発表をいただいた南アフリカ、カタール、

インドネシア、ベトナム、イギリス、インド、千葉大学の登壇者の皆様に、改めて感謝申し上げます。

ありがとうございました。 
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フォーラム開催後アンケート結果 
Basic Information  / 基本情報 
1. 回答者数：20 

2. 回答者職業 

Nurse / 看護師 8 
Educator / 教育関係者 4 
Physical Therapist / 理学療法士 2 
Physician / 医師 2 
Pharmacist / 薬剤師 1 
Student / 学生 1 
Other / その他 2 
Total /合計 20 

3. Have you had an experience of IPE?  / 専門職連携教育 IPE の経験はありますか? 

 

4. Have you had an experiene of Service Learning ? / サービスラーニングの経験はありますか？ 
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What did you realize in the forum？ /このフォーラムでどのような学びがありまし

たでしょうか？ 

5. . What impressed you most about the status of IPE implementation in each participating country and 
the challenges they face?/参加各国のＩＰＥ実装状況と直面する課題について特に印象に残っ

たものは、何でしょうか？ 

他職種との連携のため、他学部のカリキュラムや授業日程との調整が必要な点が共通していたこと。 
Using their student to support their community  
時間がかかるが，先のステージを進んでいるところから学べることが多くあること． 
学生の文化的背景の多様性への配慮、これから実装する場合に困難となる社会的なヒエラルキーの背

景 
教員の FD がどの国でも課題であるということ 
IPE を体験した学生が主体的に IPE に協力する体制を構築している点（カタールの例） 
Huge impressions and lessons that be achieved and be reference to apply for my home University 
(HMU) 
It was great to see social responsibility aspect of IPE prpjects and to see how versatile the 
activities were in different countries. It was important to see that all countries faced some similar 
problems in IPE implementation.  
The huge similarities  
Challenges are very similar; got a lot of new ideas from other countries 
all presentation was very impesive, I'm interesting in Chiba university IPE Program in service 
learning,  as well as Qatar Program on Passport program. The UK is also similar to ours, so I 
think we might also facing the same challenges 
Quatar, UK,indonesia are active in IPE. India still has to catchup in IPE. Though there are 
challenges in each country, each university is trying to overcome social and other challanges are 
trying to execute IPE. 
元々の教育資源の有無が重要と感じた。 
The practice placement in the UK. Scheduling IPE activities. 
To be lack of teacher who have been training in IPE education .  
I got an overview of various variations of IPE implementation in other countries, starting from 
programs that only last a few weeks, to programs that require quite a long time. IPE participants 
are also diverse, some within health workers but some involve other professions outside of health 
workers. In some countries IPE is compulsary and in other counties the program is elective 
program.  Event the implementation is various in each countries but we have same principle of 
IPE therefore, the international program of IPE is an excelent idea.  
I loved the structured manner in which the programme is implemented at University of Leicester, 
the diverse evaluation methods adopted by Freestate university 
IIPE implementation established long time ago. Similar challenges and also some new initiatives 
we can learn from. New ideas to think about.. 
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6. What did you learn from this forum in terms of integrating service learning and IPE? 

サービスラーニングとＩＰＥの融合という観点で、このフォーラムからどのような学びが

ありましたでしょうか。 

他国の取り組みや報告を受けることで、自国の位置付けと課題を確認できた。 
It can make the community being safety 
IPE を実践する方法の１つがサービスラーニングなので，融合することによって双方の目的を達成するた

めの両輪になると学びました． 
IPE は地域で働く専門職を育成する上ではかなり重要で、地域のことを知るためにはサービスラーニング

は有効だと思うので、効率的かつ効果的な学びを得ることができるものだと改めて感じました。 
持続可能なサービス向上に実際に貢献できていること、学生コミッティが運営しているカタールがすごい 
２つの概念の共通点と相違点を改めて認識しました 
Apply the theory and practice to real situation that be supported by lecturers, community and orther. 
The learners achieve and be prepared with their educated knowledge and situation has not fixed. It 
is real and variety of color and responses  
I think it was inspiring to see how IPE integrated service learning in a way that reflected needs in the 
community.  
Think flexibly around implementation   
Opportunities do exist for integration 
Integrating service learning and IPE is a complex yet challenging, but worth the pain. 
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Suggestions for Future GRIP / 今後の GRIP への期待（提案）をお聞かせください。 

 

学生が他国との交流をもてる機会が増えることを期待しています。 
IIf posible please let I know more in the fact how IP work effectively and efficacy?   
継続と発展です． 
各国に展開されて、千葉大がそのコーディネーターになっていくことが素晴らしいと思いました。日本における全

世代型地域包括ケアシステムに携わる専門職の育成という視点で、例えば千葉県内などの他大の福祉職や心

理職、学内でも起業や団体立ち上げ（アントレプレナーシップ）教育なども含めた広い学びの機会があると、さら

に拡がりを見せるのではないかと思いました。 
大変だと思いますが学生が多様な学びができるこのプログラムを続けていってほしいです。 
今回、来日した国に拡大していけそうならばぜひ！ 
Mix team of students from different background; seminar and workshop; funding opportunities; 
networking and demonstration success models and analysis a model of approach that not be good 
defind 
The forum was very well organised and allowed time for networking and discussion which is essential for 
building links between educators in different countries. Perhaps introduction of a workshop into the 
programme would alao allow focused interaction.   
Also do virtual exchanges 
Future GRIP program can send their students and teachers to see the implementation of IPE in 
community 
If more students from various fields can participate in Grip, they will get different perspectives of each 
country.  
聴講の機会を頂きありがとうございました。また情報発信をお願いします。 
Any education in the medical field is for the purpose of serving the staff of the medical system, and I think 
that when talking about education, it should be combined with clinical practice and involve more clinical 
front-line practitioners 
Continue the networking and collaboration. We can have collaboration project on education, research or 
learning services.  
Student and staff exchange, research collaboration and site visits. 
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